


 
 

   

第１  はじめ  ～地域の未来のために行 を～ 

 

 

我が国は、今後、 例のない に 入していく 三重県でも、2005 年には、

既に出生数が死亡数を下回る、人口の「自然減」が始まっており、「人口減少局面」に入

っている。今後、人口減少はペースを徐々に速め、30 年先には 3 人に 1 人以上が 65 歳以

上になっていく。さらに、高齢者単独世帯や認知症高齢者の増加も予測される。 

こうした環境変化への対応の成否が、地域の今後を大きく左右する。現実を直視せず、

対応を怠れば、緩やかに、しかし、着実に衰退の道を歩むことであろう。 全な

ち、対 る と そが で る  

今、国が進めている介護制度改革・医療制度改革・地域福祉施策は、すべて「地域」

を重視している。「ニア・イズ・ベター」の考え方を基本に、地域のことは地域が主体的

に決めることができる「地域主権」が、この国に求められるカタチなのである。社会保

障制度は、既にこの「地域主権」の方向で舵が切られており、「国が何をやってくれるの

か」ではなく、県・市町は、「地域がやる気になれば何でもできる」というこの状況を活

用し、何をなすべきか、何ができるのかを考え、具体的な行動(アクション)を起こして

いくことが必要なのである。 

が している 2025 ・2035 を えた ケアの で る

地域ケアの定義は難しく、視点や立場によっても違ってくるが、分かりやすさにも配慮

し、「住み慣れた自宅や地域において最期まで安心して暮らし続けるため、高齢者のニー

ズや状態の変化に応じて、介護サービスのみならず、地域の保健・医療・福祉サービス、

さらにはインフォーマルサービスを、有機的に結びつけて、切れ目なく提供するトータ

ルケアサービス」と位置づけてきた。 

地域ケアの確立に向け、まずは、2007 年 12 月、「みえ地域ケア体制整備構想」を策定

し、その構想の中で、30 年先を展望して、三重県の置かれた状況と今後の施策の方向性

を関係者間で共有し、共に歩み始める標(しるべ)を提示した。 

そして、2009 年 3 月には、介護保険の第 4 期計画のスタートに併せ、「みえ高齢者元気・

かがやきプラン改訂版」を策定し、「みえ地域ケア体制整備構想」で示した三重県の未来

予想図の実現に向けて、2009 年度からの 3 年間に、県として取り組む“3 つの戦略”と

“50 の具体的行動”を定めた。 

従来までの介護保険事業支援計画は、ともすれば、介護サービス供給量の提示に重き

が置かれ、施設整備を希望する事業者が施設整備可能数を確認するための物となってい

た。 

私どもは、まず、高齢者の地域生活を支えるためには、そもそも介護サービスのこと

だけを考えていてはダメだと考えた。また、地域の医療・介護・福祉は、「国から降って

くるもの」ではなく、「地域で育み、自らも参加して支え、そして、時に生活を支えるも

の」であるとしたら、県民こそが主役であり、県民が自分たちの県の高齢者施策の現状

と今後の方向性を理解することが重要であり、これまでの抽象的で何を言っているか良

く分からないお役所が作る「行政計画」というカタチから脱皮し、「皆に読んでもらえる

計画」とすることが必要と考えた。 

このような発想に立ち、「みえ高齢者元気・かがやきプラン改訂版」はこれまでにない

大胆な行政計画に仕上がったと自負している。そして、現在、このプランに基づき、県

としての取組を進めている最中である。 
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